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第１４３回沖縄地方交通審議会船員部会 
 

 

 

 

 

 

 

日 時  令和２年１１月１９日（木）１３時００分 

場 所  沖縄総合事務局 ５Ｆ 海技試験室 

 

     

    出席者：  

     公 益 委 員  上原委員、豊川委員、大城委員 

     労 働 者 委 員  漢那委員、柴田委員、島仲委員 

     使 用 者 委 員  宮城委員、桃原委員 

  

沖縄総合事務局  宮良調整官、比嘉課長、 

玉城補佐、安慶田係長 

 

 

 

議事次第 

 

   ○開 会 

 

   ○議 事 
１．第１４２回船員部会の議事録承認について 

２．管内の雇用状況について 

３．意見交換 

 

   ○閉 会 

 

   （配付資料） 
資料１．第１４２回船員部会の議事録（案） 

資料２．船員職業紹介実績等一覧表（令和２年１０月分） 

資料３．最低賃金の審議について 

資料４．最低賃金専門部会委員名簿（令和２年度） 

資料５．船員の最低賃金表（令和２年３月２８日以降適用（現行）） 
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上原部会長 

定刻でございますので、第１４３回船員部会をはじめさせていただ

きます。 

本日の委員の出席状況と配付資料の確認を事務局よりお願いしま

す。 

 

 

事務局（安慶田係長）   

本日の出席状況ですが、公益委員３名、労働者委員３名、使用者委

員２名が出席されており、船員部会運営規則第９条の規定により定足

数を満たし、有効に成立していることを御報告いたします。 

続きまして、配付資料の確認をさせていただきます。 

 

 

（配付資料の確認） 

 

 

上原部会長   

それでは、初めに第１４２回船員部会の議事録の承認について、お

諮りします。 

お手元に配付されています議事録を御確認ください。 

原案のとおり承認してよろしいでしょうか。 

 

 

柴田委員 

表紙が１４３回になっています。 

 

 

事務局（安慶田係長） 

 失礼しました。１４２回の間違いでした。→後日差し替え書類送付 

 

 

上原部会長   

他に何かございますか。無いようでしたら原案のとおり承認します。 

 

 

各委員 

 （「異議なしの声」） 

 

 

上原部会長   

続きまして、議事２の「管内の雇用状況」につきまして、事務局に
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説明をお願いします。 

質問は、最後に受け付けたいと思います。 

 

 

事務局（玉城補佐） 

令和２年１０月分の管内雇用状況等の概要について御報告いたしま

す。 

 

●求人状況について 

新規求人数は１４件でした。前月に比べ１１件増加、また、前年

同月に比べ７件増加となっております。 

月間有効求人数は２４件でした。前月に比べ８件増加、また前年

同月に比べ７件増加となっております。 

月間有効求人数の内訳は、商船等１８件、漁船６件となっており

ます。 

月末未済求人数は１０件でした。 

 

●求職状況について 

  新規求職数は６名でした。前月に比べ１名増加、また、前年同月

に比べ７名減少となっております。 

新規求職数の内訳は、商船等６名、漁船０名となっております。 

 

●新規求職者の退職理由又は求職理由別内訳について 

新規求職者６名のうち離職者５名の退職理由は、船舶所有者等都

合２名、自己都合３名。離職以外の方１名の求職理由は、就業中に

転職を希望するもの１名となっております。 

新規求職者が所属していた会社所在地は、管内が２名、管外が４

名となっております。 

なお、新型コロナウイルスに関連した離職はありませんでした。 

 

月間有効求職数は１９名でした。前月に４名減少、また、前年同

月に比べ８名減少となっております。 

月間有効求職数の内訳は、商船等１６名、漁船３名となっており

ます。 

月末未済求職数は１２名でした。 

 

●成立状況について  

１０月は２件でした。 
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●求人倍率について 

１０月の月間有効求人倍率は、１．２６倍でした。前月に比べ０．

５６ポイント増加、また、前年同月に比べ０．６３ポイント増加と

なっております。 

 

●失業等給付支給内訳について 

基本手当受給者実人員は５名、支給延べ件数は５件で、基本手当

支給金額は７９１，５５８円でした。 

その他再就職手当の支給があり、再就職手当の支給額は３９０，

２８５円でした。 

総支給額は１，１８１，８４３円でした。 

 

 以上、管内雇用状況等の概要説明を終わります。 

 

 

上原部会長   

はい、ありがとうございました。では、ただいまの説明について何

か御質問がございますか。 

 

 

漢那委員 

２ｐの退職理由について船舶所有者のその他とはどういったもので

すか。 

 

 

事務局（安慶田係長） 

 会社とのトラブルがあり、会社都合として処理されたとのことです。 

 

 

漢那委員 

会社から辞めさせられたのであれば不当解雇じゃないですか。 

 

 

事務局（安慶田係長） 

 本人も辞める予定であり、会社との話会いで会社都合になったよう

です。 

 

 

漢那委員 
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コロナの影響で辞めた船員はいないとのことだったのですが、コロ

ナの影響で事業閉鎖した会社はありますか。 

 

 

事務局（安慶田係長） 

 今のところは旅客・内航ともにそういった話は聞いておりません。 

 

 

柴田委員 

求職など相談に来た方に、コロナの影響等どういった理由で辞めら

れたか確認していますか。たとえばコロナ関連で離職した際、２ｐの

枠ではどう扱っていますか。 

 

 

事務局（安慶田係長） 

 コロナの影響は大きいため、求職者の方には退職理由について確認

しております。コロナの影響により倒産や、自分で辞める方もいます

ので、話を聞いた上で判断させていただければと思います。 

 

 

桃原委員 

求人倍率について増えている理由を教えてください。 

 

 

事務局（安慶田係長） 

 沖縄の場合、求人数と求職数が他県と比べて少ないため、上がり下

がりが大きくなります。先月の新規求人数が１４件と増えているのは、

前回の部会の参考資料で添付している船員法適用船舶所有者に雇用の

維持や求人票の提出を依頼している関係かと思われます。 

 

 

上原部会長   

はい、ありがとうございました。それでは議事３の「意見交換」に

移りたいと思います。何かございますか。 

 

 

漢那委員 

九州のほうでは、コロナの関係で助成金や交付金など海員組合で要

請しております。北九州、下関、長崎など、コロナによって売り上げ
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が減れば港湾使用料の減免など補助金を出して頂いて助けてもらって

います。沖縄においてはそういった補助金関連の話はありませんか。 

 

 

事務局（安慶田係長） 

 港湾使用料の減免については、以前柴田委員からのご指摘もあり、

開発建設部や市町村の港湾管理者へ情報提供しております。事業者よ

り声を上げていただければ動きやすくなると話をきいております。 

 

 

漢那委員 

那覇港管理組合に対し、沖縄総合事務局や内閣府で話をもっていく

等支援は出来ませんか。 

 

 

事務局（安慶田係長） 

 今のところ内閣府からは話を聞いておりませんが、離島航路関係で

新型コロナ感染症対策や、経済産業部での支援メニューもありますの

で、こちらのほうをご紹介させていただいております。 

 

 

柴田委員 

今年の船員部会ではコロナの話が多かったですが、陸上の求人や離

職、失業や倒産など、社労士や弁護士の方もいらっしゃるので、上原

部会長や大城委員から陸上のお話を聞かせてもらえますか。 

 

 

大城委員 

二極化していると感じます。補助金や助成金を活用して雇用の維持

を行っているところもありますが、新聞に載るような仕事が無いとい

うところも労働者側からはあります。私が関係しているところでは、

厳しい状況ではありますが、なんとか持ちこたえている方が多いかと

思います。 

ただ、労働相談は増えてきていいる状況です。シフトが無くなった

とか悪質なものもありますし、沖縄の場合中小企業が多く、元々の賃

金が低いので、政府が行っている６割では無く全額を補助するため、

経営者が大変な状況です。 
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漢那委員 

雇用助成金とか。 

 

 

大城委員 

 そちらも活用しながら行っています。 

 

 

上原部会長 

 弁護士業界ではコロナを理由とした個人破産や企業破産は今のとこ

ろ少ないです。相談はありますが、私の認識ではそこまでの事態に至

ってないかと思います。 

というのも沖縄の場合中小企業が多いですが、コロナの影響により

４～５ヶ月前に銀行が保証協会付けの融資で、各銀行２０００万まで

貸していました。事業者のほとんどが手元に資金を確保しておきたい

とのことで借り入れをしていました。その借入金を数年猶予してもら

っていますが、おそらく２～３年後の返済がはじまったら融資を返せ

なくて倒産する企業が出てくるのでは。タイムラグがあるのではと思

います。 

 

 

柴田委員 

国際通りも観光で賑わっていたところが、解体している店があった

り、土産屋のシャッターが閉まっていたり、貸テナントになっている

状況をみると、現実的に船はそこまで倒産とかは無いが、陸はもっと

ひどい状況なのかとの印象だったので。 

もしコロナが落ち着くまでに、公表できるような相談や、変わった

事例がありましたら次回以降お話を頂ければと思います。 

 

 

上原部会長 

 ありがとうございます。他に意見がありますか。 

 

 

事務局（玉城補佐） 

 事務局より資料３～５をご覧ください。 

資料３につきましては、この後第１回の最低賃金専門部会になりま

すが、万が一第１回で議決できなければ、第２回を行う流れになりま

すので、ご承知いただきますようよろしくお願いします。 
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 資料４につきましては、最低賃金専門部会委員を今日付けで上原部

会長より各委員に指名しておりますので、よろしくお願いします。 

資料５につきましては、令和２年３月２８日以降適用の一覧表とな

っておりますので、ご参照ください。 

以上となります。 

 

 

上原部会長 

 ありがとうございます。事務局からの説明に何かご意見等はござい

ますか。ないようであれば、事務局から連絡がありますのでお願いい

たします。 

 

 

事務局（安慶田係長） 

１２月の船員部会は、１２月１７日（木）に５階海技試験室で１５

時１５分より開催します。 

先月配布した参考資料１の令和２年度船員部会開催予定表では受験

者控室と記載しておりましたが、どちらも使えるようになりましたの

で、広く使いたいと思いますのでよろしくお願いします。 

その前に、第２回最低賃金部会を行う予定でしたら、内航につきま

しては１３：１５、旅客につきましては１４：１５を予定しておりま

す。 

後日、改めて案内の文書を送付いたします。出席できない場合は、

事前に事務局まで御連絡ください。 

また、今回の議事録案は後日、メールで照会させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

 

上原部会長 

はい、ありがとうございました。 

それでは、本日の部会はこれで終了したいと思います。 

 


